
小江戸かわごえ 脱炭素宣言
～ ２０５０年脱炭素社会の実現に向けて ～

近年、地球温暖化に起因すると言われている気候変動の影響により、国

内外で深刻な自然災害が多発しています。

このような現象は、本市においても例外ではありません。多くの河川に

囲まれ、過去には、江戸との舟運により産業の発展等の恩恵を受けてきま

したが、近年は、河川の氾濫による浸水など、甚大な被害を受けています。

このまま地球温暖化が進めば、気候変動などのリスクは更に高まり、今後、

一層大きな災害が起こることが予想されています。

将来に向けて、地球温暖化を防止し、気候変動などのリスクを低減する

ためには、全世界共通の課題という認識の下、地球温暖化の原因とされる

二酸化炭素の排出量削減に取り組むことが必要です。

2018年に公表された国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

の特別報告書において「地球の平均気温上昇を1.5℃に抑えるためには、

2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることが必要」とされ

ています。

このような大きな命題のもと、私たち一人ひとりが強い危機感を持ち、

身近なところから環境に配慮した取組を着実に進め、将来世代に恵み豊

かな地球環境を引き継いでいくことは、今を生きる私たちにとってたい

へん重要な課題です。

そのために、川越市は、国や他の自治体とともに「2050年二酸化炭

素排出量実質ゼロ」の脱炭素社会を目指し、市民・事業者・民間団体と力

を合わせて地球温暖化対策に取り組んでいくことを、ここに宣言します。
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